令和7年度 事業計画書
はじめに
当法人は、障害を持つ方々や高齢者の皆さま、そしてそのご家族や支援者の方々とともに、地域社会の中で誰もが自分らしく生きることができる社会の実現を目指して活動しています。昨年度は、新型コロナウイルスの影響を乗り越え、再び笑顔と活動の輪が広がる一年となりました。令和7年度は、その成果を踏まえ、更なる発展と充実を目指し、より一層の熱意をもって取り組んでまいります。
[bookmark: _Hlk199509553]1. 前年度（令和6年度）の振り返り
主な出来事
● 就労継続支援B型の利用者旅行として、利用者様の希望の強かった「USJへの1泊2日旅行」を実現しました。コロナ禍で控えていた遠出を再開できたことは、利用者さんの大きな喜びとなり、日々の作業へのモチベーション向上にもつながりました。
● 一年間を通して大きな事故やトラブルなく、安全に事業を継続できたことは、全職員の連携と努力の賜物です。
就労継続支援B型
● 工賃向上を目標に、以下の新規作業を導入しました：「県庁食堂の洗い場業務」「ECセンターでの洗濯作業」「猫シェルターの清掃」「トヨタカローラ香川とのアップサイクル事業（ヘッドライト解体）」。
● 難易度が高く、工賃の低い内職作業については見直しを図り、1社との契約を終了予定。職員と共に作業の再編成を行い、より効率的な運営を実現しました。
生活介護
● 他事業所との連携による地域交流を活性化。「ボッチャ大会」「運動会」「スマイルカフェへの招待」などの行事を通じて、利用者さんの楽しみや社会性の向上に寄与しました。
放課後等デイサービス
● 報酬改定により導入された5領域の個別支援計画作成が求められる中、AIソフトの導入により業務の効率化を図りました。支援の質を保ちながら職員の負担軽減にも成功しました。
短期入所
●令和6年度において、当事業所の短期入所事業では、特に小学校低学年の利用者様の新規受け入れが増加しました。年齢特性に応じた支援が求められる中で、保護者の要望や家庭での生活リズムなどを丁寧にヒアリングし、可能な限りご希望に沿ったサービス提供を心がけてまいりました。
一方で、障害の重い方や夜間の睡眠リズムが整っていない方など、低学年かつ支援ニーズの高い方の受け入れが増えたことにより、次のような課題が顕在化しました。
• 施設構造上の制約
　当事業所では各室を完全な個室として仕切ることが難しく、夜間は数名ごとのグループに分かれて職員が同室にて見守りを行う形となります。
　このため、利用者ごとの睡眠リズムや覚醒対応、身体介護の必要性が職員の負担として蓄積しやすい環境となっておりました。
• 食事提供体制における負担増
　令和6年度報酬改定により、食事提供加算の取得要件が厳格化されたことを受け、冷凍食・ムース食等に対応する給食提供事業所との提携を開始しました。
　複数の提供方法を組み合わせる必要が生じたことで、提供準備・配膳・管理等にかかる職員の業務負担が増大しています。
• 重度障害をお持ちの方への対応と今後の方向性
　身体的なサポートが常に必要な重度障害の利用者様が増える中で、施設構造上・人員配置上の観点から、すべてのニーズに継続的に応えることが困難になりつつあります。
　今後の受け入れ基準や支援可能な範囲について、ご家族・本人と丁寧に話し合いながら、体制の見直しと明確化を進めていく必要があると考えます。
居宅介護
● 利用者の重度化や入退院の増加に伴い、支援内容の変更が頻繁に求められるようになりました。その中で、特定の職員に依存しない支援体制の構築を目指し、全職員が複数の利用者に柔軟に対応できるスキルの向上に取り組みました。
職員体制と研修
● 各部署のミーティングをより実効性あるものとするために改善を行い、職員の声を生かした職場づくりに注力しました。
● リスキリング研修や福祉特化の動画研修を導入。PC・スマホなどあらゆるデバイスで視聴可能な体制を整え、職員全員が平等に学び、実践につなげる機会を設けました。
● 研修の成果は、身体拘束・虐待・ハラスメント防止委員会の話し合いに反映し、より質の高い支援の実現に貢献しています。
2. 令和7年度の事業方針
これまでの活動から得た知見と、令和6年度に浮かび上がった課題をふまえ、令和7年度に向けて、より戦略的かつ実効性の高い事業運営を推進するための指針を示すものです。当法人が地域の中で本当の意味で信頼を得るためには、「支援の質の向上」と「経営基盤の安定性」の両立が不可欠です。
全体課題と戦略的方向性
【課題①】人件費の増加による収支バランスへの圧迫
→ 対応：加算・助成金・交付金の獲得戦略を強化し、非効率な業務の見直しを図る
【課題②】短期入所の人員不足による稼働率の低下
→ 対応：雇用形態の多様化と育成体制の整備による人材確保と維持
【課題③】放課後等デイサービスにおける書類業務の負担増
→ 対応：AI活用と職員のICTスキル向上による業務効率化
【課題④】居宅介護における対応の属人化
→ 対応：チーム支援型体制と職員のマルチスキル育成を推進

組織運営
● 人材の安定が進み、離職率も低く抑えられています。非常勤職員から短時間常勤への雇上げや産休明けの復職支援が進み、多様な働き方を尊重する体制が整いつつあります。
● 職員の紹介等、信頼とつながりによって新たな人材が自然に集まる組織風土が醸成されてきました。
● 今後の課題として人件費の増加が予想される中、加算・助成金・交付金等の取得を積極的に行い、無理のない範囲で利用者数と収益の増加を目指します。
各事業の展望
■ 就労継続支援B型：工賃向上と社会参加を両立させるため、既存業務の見直しと選別、新規受託業務（フィットネスジム清掃）の導入を行います。利用者の「得意」と「やりがい」に着目したマッチングを強化し、支援の個別最適化を図ります。
■ 生活介護：地域との協働と職員力の底上げを同時に進めていきます。ボッチャ大会やカフェ招待などの交流行事を継続しつつ、身体ケアや介助に関する外部研修を計画的に実施し、支援の専門性を高める。新規利用者の受け入れ体制も整備します。
■ 放課後等デイサービス：AIを活用した書類作成の更なる効率化と、発達段階に応じたきめ細かな支援の質向上を図ります。
近年、共働き家庭の増加に伴い、放課後等デイサービスには、より柔軟で個別性の高い支援が求められるようになっています。各ご家庭の生活スタイルや事情に寄り添ったきめ細やかな対応が期待される一方で、全てのニーズに継続的に応えていくことは、限られた人員体制の中で職員の大きな負担となる現実もあります。

特に、送迎の受け入れ体制や安全面においては、事業所の設備や人員配置の制約上、個別の要望にすべて応じることは困難な場面も少なくありません。

今後はこうした状況を丁寧に保護者の方々に説明し、ご理解をいただいたうえで、支援の質と公平性を両立できる体制を構築していく必要があります。たとえば、「特定の職員でなければ対応できない」「このご家庭は特別だから」というような属人的な判断に頼らず、どの職員でも一定の基準に基づいて明確に答えられる運営方針を整えていくことが求められます。

寄り添いの姿勢を失わずに、誰にとっても安心できる透明性のある運営体制を目指し、職員一人ひとりが迷わず対応できるよう、今後も継続的に体制整備と研修を進めてまいります。
■ 短期入所：年度初めに専属パート職員の急な退職が決まり、計画していた3分の1の日数について提供を停止せざるを得ない状況が発生。利用者とその家族への影響、ならびに収入面でも大きな課題と考えます。人材確保と業務再編により、提供日数の回復を目指します。相談記録や給食会議の体制も強化します。
■ 居宅介護：利用者の状態変化に柔軟に対応できるよう、支援体制の見直しと職員間の連携強化に努め、特定職員への依存を避けたチーム支援を実現します。
結びに
福祉の経営は、数字だけで語れるものではありません。ひとり一人の人生と向き合い、職員の誇りを支え、地域との信頼を築いていく営みです。現場の声と経営の視点の両方を大切にしながら、事業所とともに、希望に満ちた未来を創っていきます。
事業の概要
１．生活介護事業「やったーまん！！」
場所　　　高松市勅使町字田中43番地1
定員　　　6名
科目　　　  ①スマイルカフェ
　　　　　  ②自動販売機の管理
　　　　　 ③Tｼｬﾂ注文の管理
　　　　　  ④SNSやHPを使って活動内容を発信
　　　　　 ⑤地域交流
　　　　　 ⑥身体機能の維持・向上を目的としたケア
　　　　　 ⑦自立課題活動
　　　　　 ⑧余暇活動

２．就労継続支援Ｂ型事業「やったーまん！！」
場所　　　　高松市勅使町43番地1
定員　　　　14名
科目　　　　①アクトジャパンより軽作業受託（箱折り等）
　　　　　　②トヨタカローラ香川より
ヘッドライト・ルーター基盤解体作業受託
　　　　　　③株）兼子よりCDの分別作業受託
　　　　　　④さくらやより軽作業受託（制服の洗濯・ネームはずし等）
　　　　　　⑤グッドワークより軽作業受託（段ボール箱のフィルム貼り等）
　　　　　　⑥ハウス美装よりホテルのシーツ交換・ベッドメイク作業の受託
　　　　　　⑦香川県社会就労センター協議会より県庁食堂作業受託
　　　　　　⑧猫カフェ肉灸よりシェルターの清掃業務受託
　　　　　　⑨ヴァルトジャパン㈱よりフィットネスジムの清掃作業受託
　　　　　　⑩ピースエントリーのパソコン入力作業
　　　　　　⑪余暇活動

３．放課後等デイサービス事業「やったーまん！！」
場所　　　　高松市上天神町689番地2
定員　　　　10名（目標利用者数：述べ190名／月）
科目　　　　身体障碍児・知的障碍児対象のデイサービス事業



４．短期入所事業「やったーまん！！」
場所　　　　高松市上天神町689番地2
定員　　　　8名
科目　　　　身体障害児者・知的障害児者の短期入所事業


５．居宅介護事業「スローライフ」
身体介護
家事援助
移動支援
一般乗用旅客自動車運送事業
重度訪問介護


